
P O S T　C A R D

感想や叱咤激励、疑問・質問などお寄せください。
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独
身
男
女
な
ど
の
出
会
い
の
場

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
団
体
に

対
し
、
経
費
を
補
助
し
ま
す
。
こ

の
事
業
は
交
流
人
口
を
増
や
し
、

地
域
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
と

と
も
に
、
次
世
代
の
確
保
や
、
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

　

市
内
の
団
体

◆
対
象
期
間

　

8
月
～
平
成
26
年
3
月

◆
補
助
額
（
限
度
額
）

　

１
団
体
25
万
円

※
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
・

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

　

実
施
に
係
る
経
費
を
補
助

◆
申
込
締
切
（
必
着
）

　

7
月
31
日
（
水
曜
）

●
申
・
問

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

・
市
民
協
働
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　
　

25
‐
１
０
３
７

　　

県
内
の
す
ぐ
れ
た
文
芸
作
品
を

広
く
公
募
し
、
文
学
活
動
の
発
展

と
文
化
振
興
を
目
的
に
「
第
16
回

み
や
ざ
き
文
学
賞
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
m

iyazakigeibun.jp

）
で
確
認

す
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　

8
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
31
日
（
土
曜
）

※
消
印
有
効
。
持
参
の
場
合
は
、

　

8
月
30
日
（
金
曜
）
17
時
ま
で

◆
応
募
先

　

宮
崎
市
宮
田
町
13
番
16
号　

県

庁
10
号
館
1
階

公
益
財
団
法
人　

宮
崎
県
芸
術
文

化
協
会
「
み
や
ざ
き
文
学
賞
」
係

◆
応
募
資
格

　

県
内
在
住
者
（
県
内
在
勤
者
、

県
内
在
学
者
を
含
む
。
職
業
作
家

は
除
く
）

◆
作
品
部
門

　

小
説
、
随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
（
複
数
の
応
募
も
可
）

●
申
・
問

・
公
益
社
団
法
人

　

宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局
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介
護
や
支
援
を
受
け
て
い
る
人

の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加

を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
「
心
豊

か
に
歌
う
全
国
ふ
れ
あ
い
短
歌
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

要
介
護
・
要
支
援
高
齢
者
の
部

　

60
歳
以
上
で
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
、
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人

介
護
者
の
部

・ 

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

・
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
施
設

　

職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

・
医
療
・
介
護
を
学
ん
で
い
る
学

　

生
◆
応
募
条
件

　

テ
ー
マ
は
自
由
。
た
だ
し
、
作

品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
１
人
二

首
以
内
と
し
ま
す
。
な
お
、
既
に

発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
類
似
作

品
や
、
俳
句
な
ど
短
歌
で
な
い
も

の
は
無
効
と
し
ま
す
。

◆
募
集
締
切

　

７
月
31
日
（
水
曜
）

※
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
、作
品
（
２

首
以
内
）、
左
記
の
応
募
区
分
な
ど

の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
送
付
、

も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
く

だ
さ
い
。

◆
応
募
区
分

①
介
護
や
支
援
を
受
け
て
い
る
高

　

齢
者

②
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

③
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

④
医
療
・
介
護
を
学
ん
で
い
る
学

　

生
※
作
品
に
つ
い
て
読
み
に
く
い
字

　

に
は
「
ふ
り
が
な
」
を
記
載
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
宮
崎
県
社
会
福

　

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
施
設
な
ど
を
通
し
て
応
募
し
た

　

人
へ
は
、
施
設
な
ど
を
通
し
て

　

連
絡
し
ま
す
。
必
ず
所
属
施
設

　

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

　

し
、　

で
き
る
限
り
施
設
な
ど
で

　

取
り
ま
と
め
、
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
用
紙
配
付
先

　

長
寿
介
護
課
、
須
木
庁
舎
住
民

生
活
課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

●
申
・
問

　

〒
８
８
０
‐
８
５
１
５

　

宮
崎
市
原
町
２
‐
22

　

宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

　
「
全
国
短
歌
大
会
募
集
」
係

　

℡
０
９
８
５
‐
31
‐
９
６
３
０

　
　

０
９
８
５
‐
31
‐
９
６
６
５
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※お知らせの内容はホームページでもご覧になれます。http://www.city.kobayashi.lg.jp

▼▼
募　

集

若
者
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
し
ま
す

Fax心
豊
か
に
歌
う
全
国
ふ

れ
あ
い
短
歌
大
会

県
民
芸
術
祭
「
第
16
回

み
や
ざ
き
文
学
賞
」

小
林
市
若
者
交
流
支
援
事
業

メール k_kyoudou@city.kobayashi.lg.jp

　取引に使用する場合や健康診断書
などに記載する場合の証明、薬など
の生命に関わるものを計量するはか
りは、計量法第 19 条により 2 年に 1
回の定期検査を受けることが義務付
けられています。今年は下記の日程
で実施します。
◆日時
　7 月 18 日（木曜）、19 日（金曜）
　10 時 30 分～ 15 時
◆場所
　市民体育館
◆持参するもの
　はかり、検査手数料
●問・宮崎県計量検定所
　　℡０９８５‐５８‐２９２９

はかりの定期検査（旧小林地区）

短
歌
募
集

Fax

◆日時　
　8 月 22 日（木曜）～ 23 日（金曜）
　8 時 30 分～ 17 時 00 分
◆場所
　県庁 3 号館 351 会議室
◆対象
　家畜の取引業務に従事するため
　家畜商免許を必要とする人
◆費用
　3,300 円（宮崎県収入証紙）
◆申込期限
　7 月 12 日（金曜）必着
●申・問
　・宮崎県西諸県農林振興局　　
　　℡２３‐３１６６

家畜商講習会

　昨年、吉都線・小林駅 100 周年記念事業として、8
年ぶりに復活開催した夏の風物詩「土曜夜市」。吉都
線 100 周年記念事業実行委員会では、同事業終了後も
続けていけるよう、中央通商店街や赤松通り商店街、
商工会議所や青年会議所などで構成する「土曜夜市実
行委員会」を新たに設立。今年も、開催することが決
定しました。
　昭和 43 年に始まり、半世紀近く市民のリレーによ
りつながれてきた「土曜夜市」。ぜひ、ご家族、お友
だち、皆でお越しください。
◆開催日時
　7 月 20 日（土曜）　17 時 00 分～ 21 時 00 分
◆開催場所
　赤松通り商店街周辺一帯（中心市街地）
◆開催内容
　ミニゲーム（金魚すくい、輪投げ、射的ほか）、
　ステージイベント、ビアガーデンなど

吉都線の車窓から
 　　　　　　　　　　№ 20
●問：市民協働課　℡ 23 ｰ 1148

平成 24 年 10 月「小林駅 100 周年（吉松～小林間）」
平成 25 年 10 月「吉都線全線 100 周年（吉松～都城間）」

ありがとう　輝く未来　きっとある


